
パンタナール通信
南北米福地開発協会 会報 ２００６年２月１日発行 第２９号

地
球
温
暖
化
の
危
険

二
十
年
以
内
に
こ
の
ま
ま
地
球
温

暖
化
が
進
め
ば
シ
ロ
ク
マ
や
ア
ザ
ラ

シ
な
ど
、
北
極
の
多
く
の
生
物
が
絶

滅
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
の
研
究
結

果
を
世
界
自
然
保
護
基
金
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）

が
発
表
し
た
。

『
こ
の
ま
ま
十
分
な
対
策
が
取
ら

れ
な
け
れ
ば
二
〇
二
六
年
に
は
地
球

上
の
気
温
が
一
七
五
〇
年
当
時
と
比

べ
平
均
二
．
〇
度
上
昇
す
る
と
予
測
。

こ
の
結
果
、
特
に
夏
季
の
北
極
の
氷

が
減
少
、
生
態
系
や
先
住
民
の
生
活

に
大
き
な
打
撃
が
で
る
。
』

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
加
え
、
太

陽
光
の
反
射
率
が
高
い
雪
氷
が
減
少

す
る
こ
と
で
熱
の
吸
収
量
が
増
え
、

融
解
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、

北
極
海
か
ら
氷
が
完
全
に
消
失
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
氷
上
を
狩
り
の
場

と
す
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
な
ど
の
絶

滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、

ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
マ
は
十
一
月
か
ら
五

月
く
ら
い
ま
で
、
北
極
圏
の
氷
の
上

で
主
食
で
あ
る
ア
ザ
ラ
シ
の
狩
猟
を

し
、
そ
れ
以
外
の
半
年
は
、
陸
上
で

絶
食
を
す
る
の
で
北
極
に
氷
が
張
ら

な
く
な
る
と
、
狩
猟
が
出
来
ず
、
餓

死
す
る
か
ら
で
す
。

私
達
の
快
適
な
生
活
の
代
償
に
、

野
生
動
物
が
地
上
か
ら
消
え
て
な
く

な
ら
な
い
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
事
に
使
い
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止

め
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

1979年北極海の海氷 2005年夏（人工衛星による観測後最小となる)

アラスカではこの３０年間に３℃近い上昇。ベーリング氷河は１００年で１０－１２ｋｍ後退



国
連
も
推
奨
し
て
い
る
ニ
ー
ム

ニ
ー
ム
は
セ
ン
ダ
ン
科
の
常
緑
樹
で
、
和
名
を
「
イ
ン
ド
セ

ン
ダ
ン
」
（
学
名
：
ア
ザ
デ
ィ
ラ
ク
タ
・
イ
ン
デ
ィ
カ
）
と
言
い

ま
す
。
成
長
が
大
変
早
く
、
環
境
に
よ
っ
て
は
半
年
で
一
メ
ー
ト

ル
以
上
に
も
伸
び
三
年
目
位
か
ら
実
を
つ
け
ま
す
。
ハ
ー
ブ
の
一

種
で
十
五-

二
十
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。
花
は
白
く
、
実
は
オ
リ
ー

ブ
程
度
の
大
き
さ
で
す
。
赤
道
周
辺
の
平
均
気
温
二
十
三
℃
以
上

が
最
適
地
で
す
が
、
生
命
力
が
強
い
の
で
寒
冷
地
や
乾
燥
し
た
砂

漠
地
帯
で
も
成
長
し
ま
す
。

特
に
原
産
国
で
あ
る
イ
ン
ド
で
は
、
ニ
ー
ム
の
こ
と
を
「
村
の

薬
局
」
と
呼
び
、
医
者
の
居
な
い
地
域
で
は
万
能
薬
と
し
て
重
宝

さ
れ
、
四
千
―
五
千
年
も
前
か
ら
生
活
の
中
で
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
「
種
子
、
樹
皮
、
葉
に
は
殺
菌
消
毒
作

用
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
、
解
熱
作
用
、
抗
炎
症
作
用
、
抗
潰
瘍
作

用
、
抗
菌
作
用
な
ど
の
効
能
が
証
明
さ
れ
た
化
合
物
を
含
ん
で
い

ま
す
。
実
か
ら
取
れ
る
オ
イ
ル
（
ニ
ー
ム
オ
イ
ル
）
は
医
薬
品
や

石
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
原
料
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

農
業
・
園
芸
用
の
病
害
虫
駆
除
資
材
、
植
物
活
性
資
材
と
し
て
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ム
は
捨
て
る
と
こ
ろ
が
無
く
、
オ
イ
ル

の
ほ
か
に
も
葉
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
お
茶
と
し
て
、
葉
の
エ
ッ

セ
ン
ス
は
香
料
と
し
て
、
葉
は
穀
物
や
紙
類
、
衣
類
の
保
存
、
オ

イ
ル
の
絞
り
粕
（
ニ
ー
ム
ケ
ー
キ
）
や
葉
、
樹
皮
に
は
防
虫
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
肥
料
や
堆
肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

建
材
や
家
具
材
と
し
て
も
利
用
で
き
ア
メ
リ
カ
の
試
験
で
は
シ
ロ

ア
リ
を
寄
せ
付
け
な
い
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
枝
は
、
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
磨
き
粉
の
代
わ
り
と
し
て
イ
ン
ド
や
ア

フ
リ
カ
等
で
は
口
に
く
わ
え
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ニ
ー
ム
は
、
そ
の
木
全
体
が
人
間
の
生
活
に
役
立
ち
ま
す
。
し

か
も
エ
コ
ラ
イ
フ
（
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
）
に
は
最
適
の
樹
木

で
あ
る
と
国
連
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
機
関
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
経
済
的
な
循
環
も
実
現
で
き
ま
す
。
ニ
ー

ム
を
植
林
し
そ
れ
を
製
品
化
す
る
こ
と
で
途
上
国
の
人
々
に
対
し

て
雇
用
機
会
や
現
金
収
入
を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
植
林
活
動

は
地
球
温
暖
化
を
促
進
さ
せ
る
二
酸
化
炭
素
の
低
減
に
も
役
立
つ

と
思
わ
れ
ま
す
。
（
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
で
２
月
に
植
樹
予
定
）
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新しい実験農場の水田です。稲穂が垂れ始めました。もうじき田の水を抜いて、稲刈りです。

アセローラのみずみずしい赤い実。

見るからに美味しそうです。ビタミンCの補給には十分です。

ほんのりと良い香りがします。

動物達もイチジクを好むので、太い針金で囲いがしてあります。

果樹園では、グァバの木という木に実が鈴生りです。

グァバは生でよし、ジュースにしてもよし、ジャム

でも楽しめる南国の果物です。

菜園のステビアです。これで高さ40cmくらいで、

すでに葉を収穫できます。これは、パラグアイ原

産の品種で、当地では最も強健です。


